
確かな学力の向上 豊かな人間性・社会性の育成 健やかな体と実践力の育成

重 ◎リーディングスキル（ＲＳ）を意 ◎いじめや不登校問題の早期発見，組織 ◎総合的な体力の向上を図る活動の充実

点 識した授業による読解力の向上 的対応

目

実 標 ○タブレットの活用や授業との関連 ○互いのよさを認め合う集団づくり ○健康で安全な生活態度を育成する指導

践 を図った家庭学習の質的改善 の充実

事

項 具 ◎校内研修や互見授業の充実を通し ◎定期的なアンケートの実施やサポート ◎体育の授業や部活動での課題別・種目

体 て，ＲＳを意識した授業の在り方を ルームの活用により，いじめや不登校の 別補強運動により，基礎体力を向上させ

的 探る。 早期発見・解決を図る。 る。

な

方 ○学習ソフトの活用を通して，個別 ○Ｑ－Ｕの分析を通して，学級集団の特 ○自分手帳の活用や保健週間等により，

策 最適化された学習課題による家庭学 徴を把握するとともに，個別の指導に生 個別の保健指導を実施する。

習のしかたを身に付けさせる。 かす。

【宣言①】ＲＳを育むための研究授 【宣言③】不登校を減らします。 【宣言⑦】体力・運動能力テストの評価

業を教員１人２回以上実施し、授業 【宣言④】いじめ見逃しゼロで、早期の で Ａ＋Ｂ＞35％，Ｄ＋Ｅ＜25％ を目

実 力の向上を図ります。 対応・解決を図ります。 指します。

践

宣 【宣言②】タブレットをより活用す 【宣言⑤】笑顔であいさつができる生徒 【宣言⑧】学校生活に関するアンケート

言 るため、家庭学習の課題を週ごとに の割合80％以上を目指します。 の保健・安全に関するすべての項目で生

明示します。 【宣言⑥】学校生活に満足感をもつ生徒 徒評価が平均3.2ポイント以上になるよ

の割合80％以上を目指します。 う指導します。

学校全体の教育活動を通したインクルーシブ教育システムの構築（多様性を認め，共に生きる心の育成）

平野幼・保・小・中連接事業の推進

【本校の特長】 【課題】

○ 生徒の素直さ・優しさ ● 読解力の向上

○ １小１中の連携（連接）が可能 ● 体力・気力の向上

○ 協力的な地域・保護者の存在 ● 良好な対人関係の構築


